
 

 

 

 

  

ころころカフェのご参加、ありがとうございました。 

 

10/10(金)、10/21(火)にきしゃぽっぽにて保護者の方同士のおしゃべり会を行いま

した。平日の昼間ということで参加人数は少なかったですが、自己紹介にてお母さん方の

今のブームを聞き、子どもの話以外にもみなさんがどんなことに興味があるのかを知る機

会となりました。10 日は、休日の過ごし方について晴れはいいいけれど、雨の日って困

るよねーとか、父親と二人で過ごすことがあまりないけれどどうしている？など、それぞ

れの家での話を聞きながら意見交換をしたり、アドバイスをくださったりと盛り上がって

いました。 

21 日は、鉛筆やお箸の持ち方が気になるという話から、その前段階の手首の発達が重

要で、ハイハイや雑巾がけの姿勢が良いという話が出ました。また、兄弟関係についての

話や、夫婦間での家事子育ての考え方の違いなどが話にあがり、1 時間では足りないほど

話がつきないようで、保護者の方同士の交流の機会として良い時間になりました。 

 

＜リズム遊び＞ 

 

毎月 2 回、講師の川嶋鈴乃さんによるリズムの日を設けています。最初は恥ずかしくて

やらなかった子も繰り返しの経験から今ではピアノの音が鳴ると、自分から立ち上がって

部屋の中央へ勢いよく走って出て来るようになりました。たいようクラスとほしクラスが

交互に行っていますが、たいようさんが頑張っていると、自然と「〇〇くん頑張れ！！」

「〇〇くん上手！」と見ているほしさんから応援する声が飛び交ったり、ほしさんが楽し

そうな表情をみて、憧れの気持ちもあるのか、まだ出番ではないたいようさんも、思わず

その輪に入っていく姿も出てきました。友だちの表情やかっこいい動き、応援してくれる

嬉しさ等、さまざまなことを感じながら参加しています。 

 

体を動かすことが得意な子ばかりではありませ

んが、色々な後押しがあって楽しみながら自信を

つけている子どもたちです。 
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  たいよう   

＜ 話し合って決める ～車ごっこ～ ＞ 

 以前からたいようクラスで楽しんできた段ボールの車ごっこを発展させてみようと思

い、子どもたちと話し合いの時間を作りました。まずは担任から「車ごっこに使うもの

で、車と信号があります。ほかに何か欲しいものはありますか？」と聞きました。 

「はい！」とすぐに手があがり、「道路と横断歩道」「おもちゃ屋さん」「イオン」などの

ほかに「宇宙」という意見も出ました。そのほかに警察ごっこが好きな子からは「非常電

話」「ヘルメット」という意見が。プールが好きな子は「プール！」、と車ごっこで行きた

いおでかけ先としてたくさんの意見があがりました。話し合いの場で

は発言しなかった子に、あとからもう一度聞いてみると「ハンドルが

欲しい」と教えてくれました。 

その後、まずはヘルメットごっこから取り組みました。どんなヘル

メットにしよう？と聞くと「かっこいいの」「恐竜を描きたい」と

発言してくれたので、マジックで好きな絵を描きました。完成し

た自分のヘルメットをかぶり、ごっこ遊びを楽しみました。 

 

 

 
 

☆ほし☆ 

＜朝顔のつるでリース作り＞ 

夏の間きれいに咲いていた朝顔を使って、沢山色水遊びをしてきました。季節がかわり、

朝顔の花が終わり、種も出てきました。子ども達と一緒に、種をとったり枯れたつるを抜

いたりしました。いよいよ冬野菜の苗植えの準備です。 

枯れたつるは、保育者がクルクルと巻いてリースを作りました。リースの飾りつけはド

ングリと杉の実を使いボンドではりつけました。ボンドを見ると「どうするの？」と興味

津々の子ども達です。糊やセロハンテープとはまた違う感触、量を加減しながらつけるこ

と、ボンドが乾くまで待つことなどを子ども達と確認しながらリースを作りました。 

植物は花を楽しむだけではなく、色々な形で楽しめますね。自然の豊かさや恵みを、五

感を使って子ども達と楽しむことが出来ました。 

＜集団遊び楽しいね＞ 

夏のプールも終わり心身ともにたくましくなった子ども達と一緒に、集団遊びを楽しん

でいます。椅子取りゲーム、変わり鬼、バナナ鬼、サバイバルドッチボールなど新しい遊

びも増えてきました。鬼をやりたい子が複数いると「ねえ、鬼決めしようよ」とアイディ

アを出してくれます。変わり鬼の時には、保育者が出す鬼カードの代わりにカップを持っ

て来て鬼カードの代わりにしようと保育者が仲介しなくても遊びが成立することが多くな

り、子ども達の成長を感じています。 

集団遊びはルールを守ることで、遊びが成立し楽しくなります。ルールを守ることは、

自分の思いが優先されないので自分の気持ちと折り合いを付けなければなりません。その

ことは社会の中で折り合いをつけながら生活を送ることに繋がると思います。これからも

楽しく集団遊びをしていきたいと思います。 


